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　1922 年 10 月 29 日に首相に就任したムッソリーニは、同年 12 月に「ファシズム大評議会（Gran 
Consiglio del Fascismo）」を設置、翌年 1 月に行動隊を「国防義勇軍（MVSN, Milizia Volontaria per 
la Sicurezza Nazionale）」に改組し、党内統制力を強化した。また 1923 年 7 月には投票総数の 25％
を超えた最高得票の党に全議席の 2/3 を与えるという新選挙法（通称アチェルボ法）を導入するな
ど、その政治的権力を集中させていく。このようなファシスト党とムッソリーニの方針に対し批
判を行っていた社会党書記長 G. マッテオッティ（Giacomo Matteotti, 1885-1924）がファシストによ
って 1924 年 6 月に暗殺されると（「マッテオッティ事件」）、都市中間層を中心にファシズムへの




























ったとし、1925 年から半官半民のかたちで次々に設立された「全国事業団 Opera Nazionale」とい
う行政サービス機構に注目する。
　この事業団の代表的なものは、主に低所得労働者を対象にその余暇を援助した全国ドーポラヴ
ォーロ事業団（Opera Nazionale Dopolavoro、以下 O.N.D.）、青少年へのファシズム教育を行った全
国バリッラ事業団（Opera Nazionale Balilla、以下 O.N.B.）、人口増加政策の一環として母子への福
















a)　高橋進「ファシズム・国家・党：市民社会　- イタリア・ファシズムの中の 20 世紀」、「立命館大学政策科学会紀要　政








































































提供し、近年では P. ニコローゾの著作（8, 9）がある。
　制度としてのドーポラヴォーロに関する研究は、古くは同制度が確立する 1920 年代のものから
確認でき、日本国内でも外務省発行による 1939 年の調査文書（10）に O.N.D. に関する記載があり、
1943 年には柏熊達生によって一般への体系的な紹介（11）が行われているが、その現代的意味の
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列的な把握が可能である。建築の分野での活動も同様であり、1927 年から 1930 年までは社会援
助事業の一環として労働者の住環境改善のための活動に熱心に取り組んでおり、1930 年代に入
ると、O.N.D. の主たる活動が余暇の提供となったことから、そのための施設整備に重点が置かれ
た。そこで本論文はこの O.N.D. の方針の時系列的変化に沿って構成することとし、第 1 章ではフ
ァシズム体制の成立期から O.N.D. の設立までを政治史、社会史の成果に依拠しつつ確認を行い、
O.N.D. の基本的な性格を振り返る。




　第 3 章では前章で扱った家具コンクールの成果を受けて 1930 年と 1933 年につくられた 2 つの
モデル住宅を取り上げ、この 2 つと内部の家具に見られる相違点を、労働者を対象とした住宅問










































ロ・ディターリア Il Popolo d'Italia」を創刊し、参戦論へと転じた。このムッソリーニの活動と
は別に、1914 年 10 月につくられた「国際主義革命行動ファッショ Fascio rivoluzionario d'azione 
intelnazionalista」という組織は、戦争が資本家の支配を解体するとして労働者へ革命戦争への参加
を訴え、その 12 月に「革命行動ファッシ Fascio d'azione rivoluzionaria」と改称、このときにムッソ
リーニが指導部に加わった。「ファッショ fascio」とはイタリア語で「束」を意味し、議会外に大
衆による運動を組織して革命を達成しようという運動に用いられ、それは参加者が自発的に結び
ついた、政党とは異なるものを指していた。こののち 1919 年 3 月 23 日に「イタリア戦闘ファッ
シ Fasci Italiani Combattimento」（ファッシ fasci はファッショの複数形）という政治的兵士集団をミ
ラノで立ち上げ、大衆組織運動を開始した。
　1919 年から 1920 年の期間を「赤い 2 年間 Biennio rosso」と呼ぶよう、この時期のイタリアには
社会主義運動が活発であった。北イタリアの都市部では労働運動が頻繁に起こった。当時の首相は




























におき、1922 年 10 月 28 日に「ローマ進軍 Marcia su Roma」を決行、イタリア王国第 3 代国王ヴ
ィットリオ・エマヌエーレ 3 世（Vittorio Emanuele III, 1869-1947、在位 1900-1946）から組閣を命
じられ、ムッソリーニ内閣とファシズム体制が成立した 2）。
1-1-2.?O.N.D.?????????
　「ローマ進軍」の翌日に首相に就任したムッソリーニは、同年 12 月に「ファシズム大評議会（Gran 
Consiglio del Fascismo）」を設置、翌年 1 月に行動隊を「国防義勇軍（MVSN, Milizia Volontaria per 
la Sicurezza Nazionale）」に改組し、党内統制力を強化した 3）。また 1923 年 7 月には投票総数の 25
％を超えた最高得票の党に全議席の 2/3 を与えるという新選挙法（通称アチェルボ法）を導入する
など、その政治的権力を集中させていく 4）。このようなファシスト党とムッソリーニの方針に対し
批判を行っていた社会党書記長 G. マッテオッティ（Giacomo Matteotti, 1885-1924）がファシストに
よって 1924 年 6 月に暗殺されると（「マッテオッティ事件」）、体制の重要な支持層である都市中
20
ファシズム期イタリアの全国ドーポラヴォーロ事業団に関連する建築の研究
Study on the architecture of Opera Nazionale Dopolavoro in Fascist Italy
間層を中心にファシズムへの不信感が高まったが、ムッソリーニはその独裁を宣言する 1925 年 1
月 3 日の演説でこれを退けた 5）。
　一方、労働者にかかわるところでは、ファシストに対抗する社会党系の労働組合がいまだ活発
であった。その要求である 8 時間労働法が 1923 年 3 月に議会を通過すると、秩序ある労働の場を
目指すファシスト系組合のサンディカリストたちは、以前より徐々に組織していた労働者の福利
厚生やレクリエーションに目を向けるようになった。ここでは V. デ・グラツィア『柔らかいファ
シズム』「第 2 章　余暇の政治学」6）に依拠し、1925 年の O.N.D. 設立までの経緯を概観する。
　ジェノヴァ近郊ヴァード・リグーレにあるウェスティング・ハウス社の子会社でかつてマネジ
ャーを務めていた M. ジャーニ（Mario Giani, ?-1930）は、1919 年に個人の研究所を立ち上げ、労
働者の福利厚生事業計画について構想・研究していた。ジャーニによって「ドーポラヴォーロ































うと、この機関の早急な設立をさらに働きかけた。そして、1923 年 4 月以降禁止していたメーデ
ーである 1925 年 5 月 1 日に国王の法律への署名がなされ、国家機関として O.N.D. が発足した。
　O.N.D. は、監督官庁に国民経済省を置く半官半民の「全国事業団」であった。初代会長（Presidente）
にはアオスタ公（R. Emanuele Filiberto di Savoia, 1869-1931）が就任、ジャーニは代表評議員として、
1927 年 4 月まで執行責任者を務めた。ジャーニの主導にとる「生産力至上主義的」組織化は雇用
者の支持を獲得し、産業界の指導者・地方名士がこれに寄付を行うようになった。
　一方、1926 年 4 月に制定された組合法により、ファシスト組合はその力を増大させ、党の関連
機関でありながら、それを脅かす存在となっていた。この情勢において、ムッソリーニは党を国
家の法的権威に従属させることで、その独裁的地位を強固なものにしようとした。O.N.D. もこの
影響を受けて、党からの直接的な関係をもつ機関への変化が画策された。こうして、1926 年 11 月
にファシスト党書記長 A. トゥラーティ（Augusto Turati, 1888-1955）が O.N.D. 副会長に就任、ムッ
ソリーニの働きかけで 1927 年 4 月にアオスタ公が O.N.D. 会長を辞任することとなった。これはア
オスタ公に支持されたジャーニを O.N.D. から引き離す目的で行われたもので、ジャーニもまもな
く O.N.D. を追われた 7）。
1-2.???????????? O.N.D.????
　のちに「他の重要なご職務に専念された」8）ためと伝えられた 1927 年 4 月のアオスタ公の辞
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ベントの組織化、広報・監視活動、援助事業、各都市周辺部における組織の改善・拡張など、余
暇全域にわたる方向へと拡大された 10）。党による O.N.D. の掌握がなし崩し的に行われたのに対し、
これらは 1927 年 5 月 8 日の法令 680 番による法的根拠をもって行われた 11）。また事業団による出
版・広報活動も活発になり、1927 年には職員向け機関誌「事業団月報 Bollettino ufﬁciale mensile」を、
1929 年には一般会員向け週刊誌「ジェンテ・ノストラ Gente Nostra（われらが人民）」を立ち上げ
た 12）。
　また、O.N.D. の管轄外にあった各種のサークル、労働者クラブ、「人民の家 Casa del popolo」、「人
民大学 Università Popolare」を抵抗に合いながらも O.N.D. へ統合、その財産を取得するとともに規
模を拡大させた 13）。このように、トゥラーティ時代の O.N.D. は、システムの中央集権的な再構築と、
より包括的に労働者の余暇を組織化しようとした点にあると言える。
　1930 年 9 月には党副書記長 A. スタラーチェ（Achille Starace, 1889-1945）がトゥラーティに代わ
り特別コミッサーリオに就任した 14）。第 4 章で詳述するが、スタラーチェはトゥラーティの再定
義したシステムを利用して、O.N.D. を余暇そのものの提供機関として統括した。このスタラーチ
ェの時代に O.N.D. は国家機関として巨大なものに成長した。
　この巨大機関は 1937 年 5 月にはムッソリーニの直属として国有化、翌年 5 月にローマで行われ
た「第 1 回全国ドーポラヴォーロ博覧会」でその活動のピークを迎える。1939 年 10 月に特別コミ
ッサーリオは労働組合出身のピエトロ・カーポフェッリ（Pietro Capoferri, 1892-1988）が就任する
が、その在任期は 1940 年 6 月の第二次世界大戦参戦までであった。以降イタリアは戦時体制に突
入し、この席を空席としたまま 1943 年 9 月に降伏する。ナチス・ドイツの手引きによって北部が
イタリア社会共和国（Repubblica Sociale Italiana, RSI）を呼称、イタリアが二分されていた 1945 年
4 月までの期間も O.N.D. は組織として残っていたが、戦後 1945 年 9 月にその後継機関 ENAL（Ente 




　O.N.D. が構築した階層的システムと余暇の領域は、スタラーチェ時代の 1933 年に発行された事
業団のパンフレット『全国ドーポラヴォーロ事業団の実現と発展』15）にまとめられている。
　これに掲載された組織図（図 1-1）は、特別コミッサーリオの下に総局を置き、中央事務局長、








ていた。また、図 1-1 には表示されていないが、鉄道ドーポラヴォーロ（Dopolavoro ferroviario）、
郵便通信電話ドーポラヴォーロ（Dopolavoro postelegrafonici）、軍ドーポラヴォーロ（Dopolavoro 
forze armate）などの国家ドーポラヴォーロ（Dopolavoro statale）と呼ばれた公務員のドーポラヴォ
ーロが存在し、これらは O.N.D. が直接管理していた。また全国は 9 のゾーンに分かれており（図
1-2）、このゾーニング図に記載された都市の数は 90 であった。
　またこの『実現と発展』では、ドーポラヴォーロ活動は体育事業、芸術事業、教育事業、援助
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○ゾーン I（ピエモンテ）6 都市
トリノ / ヴェルチェッリ / ノヴァーラ / クーネオ / アレッサンドリア / アオスタ
○ゾーン II（ロンバルディア / リグーリア）13 都市
ミラノ / パヴィア / コモ / ヴァレーゼ / ソンドリオ / ベルガモ / ブレシャ / クレモナ / マントヴァ / ジェノヴァ / ラ・スペツ
ィア / サヴォーナ / インペリア
○ゾーン III（ヴェネト）13 都市
ヴェネツィア / パドヴァ / ヴィチェンツァ / トレヴィーゾ / ベッルーノ / ヴェローナ / ロヴィーゴ / トレント / ボルツァー
ノ / トリエステ / ゴリツィア / ウーディネ / ポーラ（現クロアチア、プーラ）
○ゾーン IV（エミリア・ロマーニャ）8 都市
ボローニャ / ピアチェンツァ / パルマ / レッジョ・エミリア / モデナ / フェラーラ / ラヴェンナ / フォルリ
○ゾーン V（トスカーナ）9 都市
フィレンツェ / マッサ / ルッカ / ピストイア / リヴォルノ / ピサ / グロッセート / シエナ / アレッツォ
○ゾーン VI（ラツィオ / ウンブリア / マルケ / アブルッツォ）14 都市
ローマ / ヴィテルボ / リエーティ / フロジノーネ / ペルージャ / テルニ / アンコーナ / ペーザロ / マチェラータ / アスコリ /
ラクイラ / テーラモ / ペスカーラ / キエーティ
○ゾーン VII（サルデーニャ）3 都市
カリャリ / サッサリ / ヌーオロ
○ゾーン VIII（カンパーニャ / バジリカータ / プーリア）12 都市
ナポリ / カンポバッソ / ベネヴェント / アヴェッリーノ / サレルノ / ポテンツァ / マテーラ / バーリ / フォッジア / ターラ
ント / ブリンディシ / レッチェ
○ゾーン IX（カラブリア / シチリア）12 都市
カタンザーロ / コゼンツァ / レッジョ・カラブリア / パレルモ / トラーパニ / アグリジェント / カルタニセッタ / エンナ /





























想に合致したもので、1925 年に O.N.D. が発足する。
　その構想者であったジャーニのイニシアティブによって、それは「産業至上主義的」な色合い
をもっており、温情と教育によって労働者を鍛え上げるという性質を当初から持っていた。これ
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図版出展
図 1-1）　O.N.D., Realizzazioni e Sviluppi dell’Opera Nazionale Dopolavoro, p.13
図 1-2）　Ibid, p.16
図 1-3）　Opera Nazionale Dopolavoro, Annuario dell’Opera Nazionale Dopolavoro 1938, Roma, Società editorice di Novissima, 1938, 
p.89
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? 2??O.N.D.??????????
2-1?2????
　趣を異にするこの 2 つの広告（図 2-1, 2）は、どちらも全く同じ家具の、同じ企業による広告で
ある。G. ポンティ（Gio Ponti, 1891-1979）が設計を担当したこの家具は、1927 年から 1929 年にか











1929 年 3 月号
31
II.　本論
第 2 章　O.N.D. による家具コンクール
2-2?????????????????




る O.N.D. の最初の事業構想であるとともに、以降 1929 年まで続く一連の家具コンクール事業の始
まりでもあった。
　小論中で「幸福な住宅 Casa felice」は「こんにち大都市の郊外で建設されている＜経済的・超
経済的住宅 Casa economica ed ultra-economica ＞」3）として、国民住宅公団（ICP, Istitute per le Case 
Poporari、1903 年設立、第３章にて後述）の供給する集合住宅が想定されていた。その 1 住戸は居
間、寝室の 2 室と台所から構成されるとして、さらにこれらの構成要素を想定し、要素それぞれ












　この要項案の発表から約 3 ヶ月後、O.N.D. はトレ・ヴェネツィエ地方 7）に地域を限定、「トレ・
ヴェネツィエ国民住宅家具コンクール（Concorso delle Tre Venezie per l'ammobiliamento della casa 
popolare）」と題したコンクール事業の実施に乗り出し、1927 年 7 月 26 日付で公示、9 月 10 日応
募登録締切、9 月 20 日提出締切という日程で実施された。表 2-38）に示すように、その実施要項
は、4 月の要項案を雛形に、開催のために必要な応募方法・各種締切（第 9・10 条）、応募者への
便宜（第 11・12 条）、展覧会場での販売事務所設置など販売に関する規定（第 13・14・15・18 条）、
展覧会に進むための評価項目（第 16 条）、全国コンクールへの進出に関する規定（第 17 条）、展
32
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「ドーポラヴォリスタはいかにして幸せな住宅を実現するか」（1927 年 4 月）における
O.N.D. の今・台所・寝室に対する要望
II.　本論
第 2 章　O.N.D. による家具コンクール
項目 内容
第 1 条 主催者・事業の名称 主催：O.N.D.、ヴェネツィア県ドーポラヴォーロ 
共催：ENAPI、ヴェネツィア小工業協会・労働協会 
展示会期：1927 年 10 月 16 日～ 10 月 31 日　於ヴェネツィア・ビエンナーレ会場
第 2 条 事業の目的 美的規範、良き趣味、耐久性、実用性、手ごろな価格に応える、労働者とつつましい事務労働者のための家具一式の
量産を促進すること
第 3 条 参加資格 ・トレ・ヴェネツィエ地方の事業者に限定する。 
・材料はイタリア産でなければならない。
第 4 条 テーマ a）台所　b）寝室　c）居間（玄関を兼ねる）
第 5 条 家族構成の想定 父・母・子供 2 人の 4 人家族とする。 
年長の子供の部屋を１室、あるいは何らかの室を１つだけ、任意で示してよい。







第 7 条 家具の寸法・形態 ・寸法は今日の経済的住宅に適する合理的なものにすること。 
・イタリアの純粋な伝統における地方特有の個性から着想すること。 
・以下の点を考慮すること：1）価格　2）耐久性 　3）実用性　4）作業の入念さ　5）美しさ
第 8 条 価格の表示 ・社名を明記すること。芸術家の考案であればその氏名も明記。 
・室ごとの個別の価格と、全 3 室 1 組の価格を表示すること。個々の家具の価格も表示すること。 
・これらを記した表をヴェネツィア県ドーポラヴォーロ事務局（パラッツォ・ドゥカーレ）に送付すること。
第 9 条 登録締切 1927 年 9 月 10 日
第 10 条 提出期限 作品は 1927 年 9 月 20 日の 20 時までに展示箇所に搬入する。輸送は通常の割引制度を利用し鉄道で行うこと。費用
はすべて自己負担。
第 11 条 交通の便宜 出品者は鉄道運賃を往復 30％引とする。
第 12 条 保険・展示設営と撤去 展示中（9 月 20 日から閉会の 3 日後まで）は O.N.D. が保険と展示スペースを無償提供する。
第 13 条 作品の展示会場での販売　1 会場中に O.N.D. の販売特別事務所を設置。契約・販売はすべてここで行う。
第 14 条 作品の展示会場での販売　2 展示者による直接の販売は不可。販売事務所が優先権を持つ。
第 15 条 販売手数料について 販売が成立した場合、O.N.D. は価格の 5％の手数料を受け取る。




・カテゴリー 2 に入った出品者：参加賞 
○最優秀賞は同列で 3 組選考。以下をよく表現したものを選考する。 
1）豊富な民俗的感性　2）国民住宅のための近代的趣味　3）労働者階級における一般的な（生活）様式
第 17 条 全国展示会への進出 1 等受賞の 3 社は、ローマでの全国展示会に出展する。技術委員会はこれらの出品者へ、全国展に向けての改良と変
更の提案を行う。
第 18 条 割引・価格設定 ・出品者は価格を明示し、注文を受けた場合には表示価格を上回らないように努めること。 
・O.N.D. の会員には 10％以上の割引を行う。
・一式での販売を適切に約束する保証と方法をもって、会員の分割払での購入の可能性に備えておくこと。
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項目 内容
第 1 条 主催者・事業の名称 主催：各地方中心都市のドーポラヴォーロが望ましい 
開催月：未定 
仮称：住宅の経済的家具・地方コンクール
第 2 条 事業の目的 美的規範、良き趣味、耐久性、実用性、手ごろな価格に応える、労働者とつつましい事務労働者のための家具一式の
生産を促進すること
第 3 条 参加資格 ・この家具の製造業に従事する国内の全ての事業者 
・材料はイタリア産でなければならない
第 4 条 テーマ a）台所　b）寝室　c）居間（玄関を兼ねる）
第 5 条 家族構成の想定 父・母・子供２人の 4 人家族 
何らかの室を１つだけ、任意で示してよい（おそらく子供室となる：年長の子供の部屋を１室）







第 7 条 家具の寸法・形態 ・家具の大きさについては、今日の経済住宅・超経済住宅に適するよう配慮する。 
・その地方固有の、民俗的で、イタリアの伝統に則した個性をもつ形態とする。 
・評価項目：1）価格　2）耐久性 　3）実用性　4）作業の入念さ　5）美的な良さ
第 8 条 価格の表示 室ごとの個別の価格と、全 3 室 1 組の価格を表記すること。家具個々の価格も表示すること。
第 9 条 展示設営 出品者は自身で展示ブースの設営を行うこと。その費用も出品者が支払うこと。




1927 年 4 月の要項案
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つつ、「豊富な民俗的感性 ispirazioni folkloristica」「国民住宅のための近代的な趣味 gusto moderno 
per casa popolare」「労働者階級における一般的な生活様式 tipo usuale per casa operaia」（表 2-3第 16条）
をよく表現したものを選考する、というものであった。一次審査の結果、実行委員会は 34 の事業
者から台所 19 案、居間 35 案、寝室 21 案、任意提出の子供室 2 案を選び、1927 年 10 月 16 日から
10 月 31 日の間、ヴェネツィア・ビエンナーレのジャルディーニ会場（英国・フランス・ドイツ・
チェコスロヴァキアの 4 パヴィリオン）で展覧会を行った。この展覧会は好評を博したようで 10）、
一日平均 500 人、日曜日には 1,500 ～ 2,000 人の来場者を集めた 11）。また、実行委員会は会場内に
販売事務所を設置し、出品作はここを通じて実際に国民に販売され、約 15 日間で 15 万リラを売
り上げた 12）。
　最終審査にあたり、実行委員会 13）は出品案の中から「コンクール要項にみごとに応えているもの」
（カテゴリー 1）をまず 26 案選び、台所、居間、寝室についてそれぞれ 3 案、計 9 案を同列 1 等と
して選考、全国コンクールへの出品候補作とした。さらに、2 等 6 案、次点 3 案も選考し、表彰を
行った。表 2-414）に示した 1 等案に対する審査評をみると、受賞案はいずれも素材、簡素さ、実用
性などの観点から評価を受けており、O.N.D. は 4 月の要項案とその小論から引き続くこれらへの
関心と、正式要項での審査基準に則して評価を行ったことがわかる。
　計画案の指名コンクールでは、建築家 9 名が規定の 3 室を計画、計 27 案を応募し、うち各１室
に対し 3 案ずつ、計 9 案が家具コンクールと同じ実行委員会によって選出され、同会期中、英国
パヴィリオンで展示された。さらに、この 9 案から規定の 3 室それぞれにつき 2 案づつ、計 6 案
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表 2-4
1927 年 7 月ヴェネツィア・コンクール　1 等案とその審査評
出品者 受賞案 内容・価格 審査評・全国コンクールに向けての修正項目 副賞
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Promovimento delle 
piccole industrie 






















































































国家統帥 B. ムッソリーニ賞 
（漆塗喫煙具一式）
図 2-12





































P.N.F 書記長 A. トゥラーティ賞 
（銅製美術制作用品一式）
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Istitute per il Promovimento delle piccole 
industrie per Trieste, Istria e Carnaro
ヴェネツィア・コンクール　台所１等案
図 2-5

































第 2 章　O.N.D. による家具コンクール
出品者 受賞案 評価 審査評 副賞
図 2-14 Arch. Virgilio Vallot（ヴェネツィア）
台所
1 等 その計画の慎重さと、真に賞賛に値する図的表現によって、実用的で、簡素で、純粋なヴェネトの伝統的感覚に満ちている。 金 1,000 リラ
- Arch. Giovanni Sachs（アルト・アディージェ） 1 等
（アルト・アディージェの）伝統的な簡素な要素で構成されている。台所の異なる壁
に沿って設置する主要家具の構成における可能性は、興味深い発見を示している。 金 1,000 リラ
- Arch. Ettore Sottosass（Sr.）（トレント） 2 等
気品のある上品な伝統的感覚によって構成されているが、主要な家具の美的方向性に





























美的解決法を持ち合わせていない。上記 2 作品に比して 2 つのマイナス要素を認める。
2 級勲章 
（ヴェローナ支庁勲章）








- Arch. Francesco Banterle（ヴェローナ） 寝室 - 決定的にテーマから離れており、完全にブルジョワ的室内環境を提案している -
表 2-5
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2-3-3.???????????????
　しかし、展覧会の好況の一方で、　その出品作には要項との相違も少なくなかった。実は、要項
第 17 条で同列での 1 等を「3 社」に与えるとしたとき、3 室全てを一式として出品した場合が想
定されていたが、一次審査の結果、全 3 室の展示を認められたのは 34 社中 13 社のみで、実行委
員会はその 13 社中からも一式での受賞に値する作品を選ぶことができず、各室を単位として 9 案
を選出したという経緯がある 17）。居間・寝室の 2 つが 1 等に選出されたスクレミン兄弟（Fratelli 
Scremin）に関しても、台所の案（図 2-6）は他の 2 室より劣るとして 2 等となった 18）。また、個々
の家具それぞれの価格の明記が義務づけられていた（第 8 条）ことに反し、1 室セットの価格のみ
を示した業者もあった。O.N.D. 会員に向けた 10％以上の割引販売（第 18 条）に対しても、割引
前の価格を示さなかった業者があり、クローツェ家具社（Mobiliﬁcio Croze）の寝室案（1 等、図
2-13）、居間案（2 等、図 2-10）では価格が付されていなかった。さらに、価格自体に関しては、1
等・2 等・次点に選ばれた作品に限定しても、台所の家具 1 組が 299 ～ 1,250 リラ、居間が 480 ～
1,810 リラ、寝室が 1,420 ～ 2,800 リラと、各室を構成する家具数に違いはあるものの設定価格に
幅があり、1 等の 9 点に絞ることで、800 リラ前後、1,000 リラ前後、1,400 リラ前後と、ある一定






共の趣味 Il gusto del pubblico」という概念が浮上してくる。
　美術史家 U. ネッビア（Ugo Nebbia, 1880-1965）は「公共の趣味」と題したコンクール評 20）を著
し、O.N.D. 中央事務局発行の役員向け機関誌「Opera Nazionale Dopolavoro. Bolletino mensile」1928
年 3-4 月合併号（以下「事業団月報 1928 年 3-4 月号」）21）にこれが掲載された。この「事業団月
報 1928 年 3-4 月号」は、全国コンクール開催に向けた特集号であり、トレ・ヴェネツィエでのコ
ンクールが終了し、全国コンクールが公示となった時点で発行されたものである。全体は序文と 3
つの章から構成され、第 1 章では全国コンクールの目的や要旨、基準を述べ、第 2 章には 3 部門
制となった全国コンクールの正式要項を掲載し、第 3 章は 1927 年 4 月の「イル・ドーポラヴォー
ロ」における小論、要項案の再録と、トレ・ヴェネツィエでのコンクールの記録が収められている。




















































のとして「事業団月報 1928 年 3-4 月号」に掲載されており、総括とともにどちらも O.N.D. の意見
とすることができる。この 2 つの記事はそれぞれ共通の見解を含んでいるが、「公共の趣味」はそ
の共通要素だけでなく、さらにそれぞれの主張を加えたものとして把握される。
　この 2 つのテキストが論じた「公共の趣味」という標語の示す内容は、「事業団月報 1928 年 3-4
月号」で特集されている全国コンクールの要項に盛り込まれた。全国コンクールにおける、実際
に家具を製作する第 1 部門「家具部門」の目的には、「庶民の住宅への趣味と愛の改善に貢献する」（第











経済的家具・室内装飾全国コンクール」（Concorso Nazionale dell'ammobiliamento e  dell'arredamento 
economico della casa popolare，以下全国コンクール）として 1928 年 2 月に公示された 39）。主催者
には O.N.D. と全国零細企業連合会（Ente Nazionale per le Piccole Industrie, E.N.A.P.I.）、後援者には
44
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Study on the architecture of Opera Nazionale Dopolavoro in Fascist Italy
45
国家ファシスト党（Partito Nazionale Fascista）、国民経済省（Ministero dell'Econimia Nazionale）、フ
ァシスト工業総連盟（Confederazione Generale Fascista dell'Industria）が、協力者にはファシスト
商業総連盟（Confederazione Generale Fascista dei Commercianti）とイタリア手工業共同体自治同
盟（Federazione Autonoma delle Comunità Artigiane d'Italia）が名を連ね 40）、総組織委員会事務局を





募制へ変更し 43）、これに新設の室内装飾部門（第 3 部門）を加え計 3 部門制とした。このうち家
具部門と室内装飾部門においては、すでにコンクールを終えたトレ・ヴェネツィエ地方を除く全
国を北部、中部、南部の 3 ブロックに分割し、ミラノ、フィレンツェ、ナポリで中間審査会とな
る地方展覧会を 1928 年 10 月に開催 44）、この地方展で選ばれた作品を集めて、ローマで全国展覧
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　家族構成の想定は、夫婦と子供 2 人の計 4 人家族とされ、ヴェネツィア・コンクールと同様であ
るが、テーマとなる室の構成はヴェネツィア・コンクールで台所、居間、寝室の 3 室を必須、子
供室を任意としたのに対し、全国コンクールでは居間を食堂兼居間としてダイニング・キッチン




































































テーマの 4 室それぞれについて 3 案ずつ、計 36 室を選び全国展覧会で展示することとしていたが





















　「事業団月報 1928 年 3-4 月号」は、イタリア国外における家具の近代化の取り組みについてしば
しば言及しており、それら先例に対する O.N.D. の意識とこのプログラムの方向性が読み取られる。







Study on the architecture of Opera Nazionale Dopolavoro in Fascist Italy
図 2-19
































としながらも、「際だって田舎風 carattere spiccatamente campagnoloではあるが」104）という一語を付し、
そこに表れる地方性に対し拒否感を示している。
　ところで、家具計画案部門の目的において謳われた「家具業者と芸術家の大規模な共同作業」は、



















Study on the architecture of Opera Nazionale Dopolavoro in Fascist Italy
2-5-3.???? simpatia?????? semplicità?????
　「イタリア性」と同様、全国コンクールで新たに強調されたものに、家具と室内装飾における「好
感」という性質がある。これは「事業団月報 1928 年 3-4 月号」中で「住宅内の必要を満足し好感
をもたらすに有効な家具と室内装飾」111）と表現され、これは「報告」中の入賞作の評価にも表れ
ている。




とリチャード - ジノリ社の 2 社のほかには「こんにち最も現代的で、最も好感のもてる、わかりや
すい趣味と十分に控えめな価格の陶器を見つけることは難しい」113）として、同様の観点で評価さ
れており、さらにそれは趣味におけるわかりやすさとも関連づけられている。
　このような趣味をもつ家具は、「事業団月報 1928 年 3-4 月号」では「快くなじむことができる
という点で、素晴らしく、親密で、家庭的な家具」114）とも語られ、また「初歩的な必要性にかた
くなに応えるだけで、シルエット、色彩、ディテールのひとつもない - つまり簡素すぎる - 家具が
つくる何の趣味もない住宅ほど貧しいものはなく、そのような住宅は心地よい光景を与えるだろ
うか」115）というように、「簡素さ」との関係からも語られている。この点について「報告」では、





G. ポンティと E. ランチャによる寝室 3 等案
図 2-23
全国コンクール家具部門
L. フィジーニによる寝室 4 等案
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II.　本論






 上記の方向性を持ったプログラムのもと、ローマでの全国展覧会家具部門では、台所 5 案、ダイ
ニング・キッチン 5 案、寝室 4 案、子供室 4 案の計 18 案が入賞し 117）、そのほぼ半数を超える 11
案はミラノでの地方展覧会を通過したロンバルディア地方の企業からの出品作であった。ローマ
の全国展覧会が芸術誌、建築誌上でほとんど報じられなかったのに対し、このミラノでの地方展
覧会については、芸術誌「エンポリウム」1928 年 12 月号が「モンツァ ･ビエンナーレ以上に独創






いた有力な企業であった。同社の出品作は、先述のように G. ポンティと E. ランチャの設計によ
るもので、テーマの 4 室全てがミラノでの地方審査を通過し 120）、全国展覧会でもその全てが入賞
している。またメローニ・エ・フォッサーティ社は 1870 年にリッソーネで創業した家具製造業者
で、高級家具から安価な家具までを生産する企業であった。同社の出品作では、U. バッチ（Ugo 
Bacci, 生没年不明）設計の台所と、S. ラルコ（Sebastiano Larco, 生没年不明）と C.E. ラーヴァ（Carlo 
Enrico Rava, 1903-1986）設計によるテーマ全 4 室とを加えた計 5 案がミラノ地方展覧会を通過し
121）、全国展覧会ではバッチによる台所と、ラルコとラーヴァによる台所および寝室が入賞した。

































1928 年 11 月 20 日号
図 2-24
メローニ・エ・フォッサーティ社の広告
「ドムス」誌、1929 年 3 月号
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向されていたといえ、図 2-20 と 2-21 の案はそれらが有した幾何学的な装飾から拒否されたと思わ
れる。
図 2-26
「事業団月報 1928 年 4 月号」に掲載された
「国民住宅のための経済的で合理的な家具と室内装飾の例」
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3-1.　O.N.D. による 2 つのモデル住宅
　O.N.D. は 1930 年代の初頭に 2 つのモデル住宅を発表している。ひとつは 1930 年にモンツ
ァで開催された「第 4 回近代装飾芸術・工芸トリエンナーレ展覧会」（IV Esposizione triennale 
internazionale delle arti decorative ed industriali moderne、以下「第 4 回モンツァ ･トリエンナーレ」）
で展示され（図 3-1, 2）、もうひとつは 1933 年にミラノで開催された「第 5 回近代装飾芸術・工
芸・建築トリエンナーレ展覧会」（V Esposizione triennale delle arti decorative e industriali moderne e 
dell'architettura moderna、以下「第 5 回ミラノ ･ トリエンナーレ」）にて展示された（図 3-3, 4）。
両展覧会は 1933 年にモンツァからミラノへと開催都市を移したもので、連続性を持ったひとつ
の展覧会である。これら 2 つのモデル住宅はいずれも「ドーポラヴォリスタの住宅 La casa del 
dopolavorista」と名付けらていた。「ドーポラヴォリスタ」とはドーポラヴォーロ会員を指し、どち
らも O.N.D. 所属の女性建築家であるルイーザ・ロヴァリーニ（Luisa Lovarini, 1900-?）が家具およ
び住宅の設計を行ったとされているが、この 2 つには相違点が少なくない。例えば、正確な寸法
については不明であるものの、1930 年のものに比して 1933 年のものは明らかに小型化しており、
住宅内の家具はより単純化され、さらに「菜園緑地 orto-giardino」と呼ばれる小さな家庭菜園が設




3-2.　「第 4 回モンツァ ･トリエンナーレ」の「ドーポラヴォリスタの住宅」
　「第 4 回モンツァ ･トリエンナーレ」はサヴォイア家の旧王宮「ヴィッラ・レアーレ Villa Reale」
を会場に、1930 年の 5 月から 10 月にかけて行われた。展示においては旧王宮内を主会場として各
種の装飾芸術品、工芸品を展示したほか、庭園を野外会場に 3 つのモデル住宅が建設された（図
3-5）。それら住宅は、ルイジ・フィジーニ（Luigi Figini, 1903-1984）、グィド・フレッテ（Guido 
Frette, 1901-1984）、アダルベルト・リベラ（Adalberto Libera, 1903-1963）、ジーノ・ポッリーニ（Gino 
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図 3-1
1930 年「第 4回モンツァ ･トリエンナーレ」における
「ドーポラヴォリスタの住宅」外観
図 3-2
1930 年「第 4回モンツァ ･トリエンナーレ」における
「ドーポラヴォリスタの住宅」を紹介する
「ジェンテ・ノストラ」誌 1930年 8月 3日号誌面
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図 3-3
1933 年「第 5回ミラノ ･トリエンナーレ」における
「ドーポラヴォリスタの住宅」外観
図 3-4
1933 年「第 5回ミラノ ･トリエンナーレ」における
「ドーポラヴォリスタの住宅」
ダイニング・キッチン（左）、寝室（右）
Pollini, 1903-1991）ら若手建築家グループ「グルッポ 7」のメンバーとピエトロ・ボットーニ（Pietro 
Bottoni, 1903-1973）の設計による「電化住宅 Casa elettronica」、　ジオ・ポンティ（Gio Ponti, 1891-
1979）とエミリオ・ランチャ（Emilio Lancia, 1890-1973）の設計によってデ・アンジェリ - フルーア
社とリナシェンテ百貨店が出展した「ヴァカンスのための住宅［ドムス・ノーヴァ］（Casa per le 
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このような傾向は「ラッセーニャ・アルキテットゥーラ」誌も同様で、「第 4 回モンツァ ･トリエ







3-3.　1920 年代末における O.N.D. の労働者住宅に対する姿勢
　ところで、前章で扱った家具の「全国コンクール」の要項を収録した O.N.D. の地方幹部向け機
関誌「全国ドーポラヴォーロ事業団月報」は、要項を掲載したその次の号にあたる 5-6 月号 8）（以
下「事業団月報 1928 年 5-6 月号」）において「O.N.D. の援助活動」という特集を組み、その活動
内容と O.N.D. の方針が語られている。そこでは低所得労働者向けの住宅を建設するための手段に














































































働者村「ヴィッラ・ズニア」（1920 年代）、ミラノ市内におけるデ・アンジェリ = フルア社の工場
地区（図 3-7 中［2］）の名前が挙げられている。




































3-4.　1920 年代から 30 年代初頭のミラノにおける労働者居住区をめぐる状況
　1920 年代から 30 年代にかけて、中間層以下の階級を対象とする住宅供給の問題に対し体制が実
際にとった政策は、ICP に対する法改正を通じた支配力の強化と、1924 年の「国立国家公務員住
宅公団 Istituto Nazionale delle Case per gli Impiegati dello Stato（以下 INCIS）」の設立であった。
　ICP は 1903 年の通称ルッツァッティ法 44）によってファシズム体制成立以前の自由主義時代に設
立された住宅公団であった。一方の INCIS は公務員という相対的に高給を受け取っていた人々に
向け各県都に賃貸住宅の供給を行うという役割を担った、ICP と性格の異なるものであった。










「事業団月報 1928 年 5-6 月号」で賞賛、推奨されていた協同住宅と企業村による住宅供給は、ファ
シズム体制成立以前までの事例を引き合いに出したものであり、3-3 で扱った 2 つの論考は、その
賞賛と推奨を通じて、継続的な住宅問題への取り組みを企業と組合に求めつつ、O.N.D. 自身はそ
の供給の責を負わないことを表明したものであると推測される。






第 3 章　2 つのモデル住宅　-1920 年代末から 30 年代初頭における労働者住宅のゆくえ -
敷地として ICP ミラノ支局は 1920 年に「1000 戸の村」計画という設計競技を実施、さらに計画を
拡大して、1930 年代から 40 年代にかけてこれを実現している 47）。また、1919 年から翌年にかけ
てはポルタ ･ジェノヴァ（図 3-7 中［4］）、ポルタ・ヴィットリア（同［5］）、ポルタ・マジェンタ（同［6］）
の各地区を開発、このほかティエポロ・エ・パスコリ地区（同［7］）などを開発し、1919 年から




て 1923 年に完成したピレッリ社の企業村 50）は、工場を有していたこともあるが、北部の城門ポル
タ・ヌォーヴァ、ポルタ ･ガリバルディのさらに北東のグレーコ・ビコッカ地区（前出、同［1］）
に建設された。
　さらに、ファシズム体制成立以降の 1925 年からは、ICP はその供給する住宅を一般的な労働者
向けの賃貸による共通タイプ、将来的な住民への所有権譲渡が計画された下層中産階級向け住宅、



















































　1928 年 11 月にムッソリーニは都市の集中化に反対するキャンペーンを展開し、1928 年 12 年 24





たロレンテッジョ地区（図 3-7 中［8］、現ゾーン 6 内）、「最小限住宅 case minime」のつくられた
バッジョ地区（同［9］、現ゾーン 7 内）、ブルッツァーノ地区（同［10］、現ゾーン 9 内）、ザーマ
通り（同［11］、現ゾーン 4 内）が 1933 年から 1938 年にかけて、ヴィアルバ地区（同［12］、現ゾ
ーン 8 内）が 1937 年から 1939 年にかけて、フランコ・アルビーニ（Franco Albini, 1905-1977）ら
によるファビオ・フィルツィ地区（同［13］、現ゾーン 6 内）が 1935 年から 1938 年にかけて開発・
建設された 52）。これら 1933 年以降の措置によって、16 世紀のスペイン統治時代の市壁内で 1921
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3-5.　「第 5 回ミラノ ･トリエンナーレ」の「ドーポラヴォリスタの住宅」
　こうした状況のなか、「第 5 回ミラノ ･トリエンナーレ」において「ドーポラヴォリスタの住宅」
は展示された。センピオーネ公園に向けて作られた庭園の 20 カ所で住宅が展示され、「ドーポラ




















ションを、この 1933 年にはすでに O.N.D. が放棄していたことを示していると考えられる。
　さらに注目されるのは、このパンフレット掲載の図面に記載された寸法が、乱雑な線によって
かき消されていることである（図 3-9）。第 5 回ミラノ ･トリエンナーレでの「ドーポラヴォリス
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図 3-8
1933 年「第 5回ミラノ ･トリエンナーレ」　会場配置図
1.  パラッツォ・ダルテ（Palazzo dell'Arte, G. ムーツィオ設計、主会場）
2.  プレス ･パヴィリオン（Padiglione della stampa, L. バルデッサーリ設計）
3.  山腹の小ホテル（Piccolo albergo di mezza montagna, N. モッソ設計）
4.  国民住宅住戸のグループ展示（Gruppo di elementi di case popolari, E. グリッフィーニ、P. ボットーニ設計）
5.  入り江の住宅（La casa sul golfo, M. カニーノ、G.B. チェアス、F. キアロモンテ、A. サナリーカ設計）
6.  美術学校パヴィリオン（Padiglione delle Scuole d'Arte, R. カムス設計）
7.  アペニン山脈の住宅（Casa appenninica, M. ベガ、A. レニャーニ、技師 G. ランポーニ設計）
8.  最小限住宅（Casa minima, 技師 A. カイローリ、G.B. ヴァリスコ、O. ボルサーニ設計）
9.  1933 年 - ファシスト紀 11 年の住宅（La scuola 1933-XI, A. アンノーニ、U. コモッリ設計）
10.  ドーポラヴォリスタの住宅（Casa del dopolavorista, L. ロヴァリーニ設計）
11.  飛行士の住宅（Casa dell'aviatore, C. スコッチマッロ、E. ミデーナ、P. ザニーニ設計）
12.  空港ターミナル（Stazione per aeroporto civile, E. プランポリーニ設計）
13.  ヴァカンスのための木造住宅（Casa di legno per vacanze, E. ランチャ設計）
14.  アルプスの小屋（Rifugio alpino, E. ボンタディーニ設計）
15.  田園の別荘（Villa di campagna, M. フィオッキ、E. ランチャ、M. マレッリ、G. セラフィーニ設計）
16.  新婚夫婦の土曜住宅（Una casa del sabato per gli sposi, P. ポルタルッピ設計、BBPR、U. サッビオーニらと共同、
技師 L. サンタレッラによる構造設計）
17.  研究者のための田園住宅（Casa di campagna per un uomo di studio, L.モレッティ、M.パニコーニ、G.ペディコー
ニ、M.T. ルチアーノ、技師 I. ザンダ設計）
18.  芸術家のための別荘兼アトリエ（Villa-studio per un artista, G. ポッリーニ、L. フィジーニ設計）
19.  植民地住宅（Casa coloniale, L. ピッチナート設計）
20.  ヴァカンスのための住宅 5 つのグループ展示（Gruppo di cinque case per vacanze, E.A. グリッフィーニ、E. ファ
ルーディ、P. ボットーニ設計）
21.  夏の間（Sala d'estate, アロイージオ、チェッサ、クッツィ、レーヴィ・モンタルチーニ、パガーノ、パオルッ
ツィ、ソットサス、トゥリーナ設計）
22.  鉄骨造住宅（Casa a struttura d'acciaio, パガーノ、F. アルビーニ、R. カムス、G. パランティ、G. マッツォレー
ニ、G. ミノレッティ）
23.  鉄骨造による標準住居（Abitazione tipica a struttura d'acciaio, C. ダネーリ、L. ヴィエッティ設計）
24.  農場管理人の住宅（Casa di un conduttore di fattoria, 技師G.アルベルティ、技師T.ブルーザ、C.O.マルケッティ、
O. プラーティ設計）
25.  宗教芸術パヴィリオン（Padiglione dell'arte sacra, R. カムス設計）
26.  芸術家のヴァカンスのための湖畔の住宅（Casa per le vacanze di un artista sul lago, G. テッラーニ、A. デラクア、
G. マンテーロ、O. オルテッリ、C. ポンチ、M. チェレギーニ、P. リンジェーリ、G. ジュッサーニ設計）
27.  経済的構造による小別荘（Villetta di costruzione economica, F.C. シュミット設計）
28.  標準的住宅（Casa media, V. ヴァロット設計）
29.  国際鉄道駅の公園（Parco ferroviario internazionale）
30.  12 人のスキーヤーのための小屋（Stamberga per 12 sciatori, L. ヴィエッティ設計）
31.  「完全鉄製」住宅（Casa <Tutto Acciaio>, 「完全鉄製」建設社［ S.A. Costruzioni Edilizie <Tutto Acciaio>］）
32.  花と鳥の展示会のためのパヴィリオン（Padiglione per le mostre dei ﬁori e degli uccelli, R.カムス、C.ロッシ設計）
33.  リットリアの塔（Torre Littoria, G. ポンティ設計）
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3-6.　小結
　1930 年と 1933 年のトリエンナーレにおいて「ドーポラヴォリスタの住宅」の展示が行われた。






路に入り、その整備という役割は ICP へとほぼ強制に等しいかたちで委ねられた。1933 年以降、
O.N.D. が住宅に関連する施策に取り組まなくなる原因は、スタラーチェの方針によるところが大
きいが、この住宅の問題に関心をもっていることを示しつつも、深く関わることなく可能な限り
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第 4 章　余暇のための建築　- カーサ・デル・ドーポラヴォーロ -
4-1.　つくられた文化とその「都市性」　-A. スタラーチェによる方針転換 -
　最初の「ドーポラヴォリスタの住宅」が展示されていた第 4 回モンツァ ･トリエンナーレの会期
（1930 年 5 月 11 日～ 11 月 2 日）中の 9 月、O.N.D. の特別コミッサーリオは A. トゥラーティから
































ミー「アカデミア・ディターリア　Accademia d'Italia」を挙げ、また中間層に対して 1925 年に設立































経験、旅行、風聞などから都市生活の辛さを知っていた 13）。ファシスト党による 1927 年以降の農











い 16）。一方、1938 年発行の『事業団年報』に掲載の 1937 年の統計では、地区ドーポラヴォーロと








ディ・テスピ・リリコ Carro di Tespi Lilico」と、散文劇を上演する劇団「カッロ・ディ・テスピ・ディ・
プローザ Carro di Tespi di Prosa」の 2 つからなり、後者には 3 つの編成を有していた。より豪華な「カ
83
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ッロ・ディ・テスピ・リリコ」については、1933 年に 36 県 50 カ所で 83 公演を行ったという記録
があり 19）、1930 年から 36 年にかけては、ヴェルディ、プッチーニ、マスカーニ、レオンカヴァッ
ロ、ベッリーニ、ロッシーニらの 13 作品を上演した 20）。より小型の「カッロ・ディ・テスピ・デ




























部の活動報告記事があり、稀にここで O.N.D. の関連施設として劇場の完成が報告された。1932 年
9 月 11 日号の「ジェンテ・ノストラ」では、トスカーナ地方ルッカ北方の分離集落ポンテ・ア・
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施設の外観写真と劇場部分の内観写真であり、ドーポラヴォーロ支部としての説明が併記されてい










　イタリアのすみずみに総計で約 5,000 棟が建設された 27）という「カーサ・デル・ファッショ 
Casa del fascio（ファッショの家）」はファシスト党の各地方支部施設であった。「カーサ・リット







（1927-1930 年）における O.N.D. の中央集権的システムの確立、スタラーチェの着任（1930 年）に
よる余暇事業への集中と多様化がその機能の変化に影響を与えたと考えられる。
　体制末期に近い 1930 年代末になってもなお、「カーサ・デル・ファッショ」の建設における規範
やタイポロジーがさぐられていたと M.L. ネーリが指摘するよう 30）、その典型は当時のイタリアに
おいて重要な建築的テーマであった。それを示す好例は、1933年の「第 5回ミラノ･トリエンナーレ」
における建築プロジェクトの展示会である。この展示会の開催にあたっては、応募に際して設計
指針を示す図書 31）が発行されており、そこでは 39 のビルディング ･タイプについて、それぞれに
要求される機能や要件が規定としてまとめられている。「カーサ・デル・ファッショ」はこのうち「庁
舎建築」のカテゴリーに収められており、その規定を作成したのは、ミラノ県代表の M. ベローニと、
G. バンフィ（Gianluigi Banfi, 1910-1945）、L.B. ベルジョイオーゾ（Ludovico Barbiano di Belgioioso, 
1909-2004）E. ペレスッティ（Ernesto Peresutti, 1908-1976）、E.N. ロジャース（Enrico Nathan-Rogers, 
87
II.　本論

























党 青年ファッシ 女性ファッシ 援助事業団







匿名性に配慮 展示室と図書室は 1 室としてよい

















・O.N.D.・O.N.B.・組合・義勇軍の支部（5,000 ～ 10,000 人規模）
・スポーツ ･クラブの機能（10,000 ～ 50,000 人）









割は当時の建築家たちにも共有されており、BBPR による 1933 年の要件のなかでも、この建築に
は「革命の殉死者の記憶を呼び起こすモニュメント」を備えたメイン・アトリウムが必要である
とされている（表 4-1）。さらに、とりわけて知名度の高い「カーサ・デル・ファッショ」である
コモ支部を設計した G. テッラーニ（Giuseppe Terragni, 1904-1943）が、そのコモ支部について建築
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デーゴの「カーサ・デル・ドーポラヴォーロ」開館式典の様子
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4-4-2.　市町村の「カーサ・デル・ドーポラヴォーロ」
1.　パルマノーヴァのドーポラヴォーロ支部
所在地：Piazza Grande, Palmanova, Provincia di Udine
　　　　フリウリ = ヴェネツィア・ジュリア州ウーディネ県パルマノーヴァ　グランデ広場
建設年代：不明
現在の用途：市の展示施設「La Loggia della Gran Guardia」
　写真絵葉書から同建築が O.N.D. の支部として使用されていたことが確認された。スカモッツィ
の理想都市パルマノーヴァの中心広場に面して立ち、現在は隣接する市庁舎の展示施設「グラン・
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2.　ロヴィーゴのドーポラヴォーロ
所在地：Piazza Vittorio Emanuelle II, Rovigo, Provincia di Rovigo
　　　　ヴェネト州ロヴィーゴ県ロヴィーゴ　ヴィットリオ・エマヌエーレ II 世広場
建設年代：不明（1866 年か）
現在の用途：市の展示・集会施設「Palazzo della Gran Guardia」
　　写真絵葉書から同建築が O.N.D. の支部として使用されていたことが確認された。市庁舎の所
在する歴史的中心地区で最も主要な広場のひとつに面して立ち、建築正面にはヴェネツィアの象
徴「サン・マルコの獅子の記念柱 la Colonna con il Leone di San Marco」が立つ。1866 年に都市の監
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3.　イーモラの「カーサ・デル・ドーポラヴォーロ」
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4.　キエーティの「パラッツォ・デル・ドーポラヴォーロ」
所在地：Viale IV Novembre, Chieti, Provincia di Chieti
　　　　（アブルッツォ州キエーティ県キエーティ　11 月 4 日通り）
建設年代：1934 年




技師ジュセッペ・フローリオ（Giuseppe Florio）の監督で 1934 年に開館とされ、当時 1 階には 400
席の映画館、2 階にはゲーム場、フェンシング場、運動場を備えていたとし、戦後は ENAL が使用
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5.　ネンブロの「カーサ・デル・ドーポラヴォーロ」






















（Parrocchia di San Martino）
ウンベルト I 世広場
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6.　リッツァーノ・イン・ベルヴェデーレの「カーサ・デル・ドーポラヴォーロ」
所在地：Via 3 Novembre, Lizzano in Belvedere, Provincia di Bologna
　　　　ボローニャ県リッツァーノ・イン・ベルヴェデーレ　11 月 3 日通り
建設年代：不明（1938 年ごろか）
現在の用途：一部を飲食施設とする
　写真絵葉書にみられる外観から現存が確認された。町を南北に貫く主要道「11 月 3 日通り」に
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7.　オヴァーダの「パラッツォ・OND」



















（Chiesa di Nostra Signora Assunta）
9 月 20 日広場
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8.　トレンティーノの O.N.D. 支部
所在地：Corso Giuseppe Galibardi, Tolentino, Provincia di Macerata
　　　　マルケ州マチェラータ県トレンティーノ　ジュゼッペ・ガリバルディ通り
建設年代：不明
現在の用途：不明（旧映画館 Cinema Teatro Piceno か）
　写真絵葉書にみられる外観から現存が確認された。ガリバルディ通りを挟んで北側にドゥオモ











（Chiesa di San Catervo）
N
©2012 Tele Atlas ©2012 Google
©2012 Tele Atlas
II.　本論
第 4 章　余暇のための建築　- カーサ・デル・ドーポラヴォーロ -
9.　リットリア（現ラティーナ）のドーポラヴォーロ
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10.　ポンティーニアのドーポラヴォーロ
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ナに「4 月 21 日地区」のドーポラヴォーロがあり、チェッロ・ターナロ（Cerro Tanaro, アスコリ
県）のドーポラヴォーロは「中央事務局の設計に基づいて初めて建設」された地方ドーポラヴォ
ーロ施設であるとされている 51）。同年報では、モンティチェッロ（Monticello, ノヴァーラ県）の
ドーポラヴォーロでは拡張工事が終了し、レリーチ（Lerici, ラ・スペツィア県）には 500 席の映画
館をもつドーポラヴォーロの建設が開始されたと伝えている 52）。またこのほかゴリツィア県では
プレヴァチーナ（Prevacina, 現スロヴェニア Prvačina）と、グラディスカ・ディソンツォ（Gradisca 
d'Isonzo）のドーポラヴォーロが建設中で、トルミーノ（Tolmino, 現スロヴェニア Tolmin）とカポ











所在地：Via Previati 18, Ferrara, Provincia di Ferrara
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3.　カタンザーロ県ドーポラヴォーロ
所在地：Via Eroi 1799, Catanzaro, Provincia di Catanzaro
　　　　カラブリア州カタンザーロ県カタンザーロ　エロイ 1799 通り
建設年代：不明
現在の用途：国立ルイジ・シチリアーニ高等科学学校（Liceo scientifico statale Luigi Siciliani a 
Catanzaro）、映画館チネマ・テアトロ・マシャーリ（Cinema Teatro Masciari）か












（「ジェンテ・ノストラ」1931 年 2 月 1 日号）
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4.　パルマ県ドーポラヴォーロ
所在地：Viale Basetti 12/a, Parma, Provincia di Parma
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　同建築は歴史的中心地区の外部南西、チェーザレ・バッティスティ広場 Piazza Cesare Battisti 面
して現存する。ガリバルディ通りとジョーヴィネ・イタリア通りを通じて、ヴェルチェッリ駅と
歴史的中心地区を介さず直線的に接続する。近隣には屋外球技場「スタディオ・シルヴィオ・ピ





































外観現況（2011 年 8 月）　北側正面（上）、東側側面（下）
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図 4-47
ヴェルチェッリ県ドーポラヴォーロ




正面門扉（2011 年 8 月）
II.　本論












　4-4 において O.N.D. 刊行物、写真絵葉書、古写真を用いて確認を行った、O.N.D. の施設を有
していた都市に、「テルメ・デイ・パーピ Terme dei Papi」という名称で現在民間利用されている
O.N.D. の温泉施設（図 4-49）のあったヴィテルボと、批評文献からその存在が確認されたバーリ
県のサンテーラモ・イン・コッレ、サンミケーレ・ディ・バーリ、カプルソの 3 箇所を加え 63）、
Google アース上にプロットし得られた図が図 4-50 である。確認された事例数に限りがあり、特定
の地域への集中などの傾向を見ることはできないが、これを見るとほぼイタリア全土にわたって
O.N.D. によるドーポラヴォーロ施設が設置されていたことが指摘される。なお、イタリアの植民
地においても O.N.D. 施設が設置されており、写真絵葉書からアルバニアの Tiranë のものが、1938
年の事業団年報からエリトリアのアスマラのものが確認される 64）。
図 4-49
ヴィテルボの O.N.D. 温泉施設「テルメ・ディ・ヴィテルボ Terme di Viterbo」
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4-6.　「カーサ・デル・ドーポラヴォーロ」の特徴














































































　以上、1933 年以降の O.N.D. の活動における方針の転換と、農村部の「浸透」という背景を確認
したのち、O.N.D. の余暇・娯楽が実際にどのような建築で提供されていたのかを明らかにした。
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5-2.　「第 1 回全国ドーポラヴォーロ博覧会」と「第 3 回国際余暇・レクリエーション会議」
　デ・グラツィアは、O.N.D. の組織変更・国有化が行われたもともとの要因は、組織内の問題で
あったとし、内部にあった汚職が表面化したことを発端に、余暇を通じて政治的教育・動員を行





　そのイベントとは、1938 年 5 月 24 日に開幕した、「第 1 回全国ドーポラヴォーロ博覧会 Prima 





覧会を熱心に開催しており、前年の 1937 年にはファシスト革命 15 周年を記念し「第 2 回ファシ




「ジェンテ・ノストラ」1932 年 2 月 13 日号
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ナーレ通りに所在する施設「パラッツォ・デッレ・エスポズィツィオーニ Palazzo delle Esposizioni （展
示館）」で開催されたのに対し、この 3 回目にあたる博覧会は、古代ローマ時代の戦車競走場チルコ・
マッシモをパヴィリオンで埋め尽くすという、とりわけて大きな規模で開催されたものであった。
　また、この博覧会は同年 6 月末の 10 日間にローマで行われた国際労働機関（International Labor 
Ofﬁce, ILO）主催の「第 3 回国際余暇・レクリエーション会議 The 3rd world congress for leisure time 
and recreation」に日程を合わせて開催されたものであった。その会議には 62 ヶ国が参加し、博覧
会閉幕後に出版された記録写真集 9）には、会議に出席した各国代表団が会場を訪れた際の写真が
掲載された 10）。
　この博覧会場の全体計画を担当した建築家は、C.E. オッポ（Cipriano Eﬁsio Oppo, 1891-1962）、ジ











第 5 章　「第 1 回全国ドーポラヴォーロ博覧会」のモダニズム
5-3.　「第 1 回全国ドーポラヴォーロ博覧会」の展示内容
　この博覧会の展示構成は、記録写真集中にある写真、図面、模型によるモンタージュ写真（図















ジュリオ・ペディコーニ （Giulio Pediconi, 生没年不明）設計の体育パヴィリオンが建設されたほ
か、スポーツを行う場所として会場中央にローラースケート場と、アンニバーレ・ヴィテロッツ






























































































































































































































































































































































































































































　R. ロッリ・ゲッティはバーリ県の 3 つのドーポラヴォーロ施設を設計した O.N.D. 中央事務局
所属の技師であったが 21）、C.E. オッポ、G. グェッリーニは「ファシスト革命記念展」の展示計
画にかかわった人物であり、この 4 年後の 1942 年に開催が予定されていた「ローマ万国博覧会
（Esposizione Universale di Roma, E42）」の計画にも参加していた。広告パヴィリオンの設計を担当
したエットーレ・ロッシ（Ettore Rossi, 1894-1968）も E42 のマスタープランにかかわった建築家で
あり、ゲストハウスを担当したエルネスト・ラパドゥーラ（Ernesto Lapadura, 1902-1968）は G. グ
ェッリーニらと E42 の「イタリア文明館」を設計、体育パヴィリオンを設計した M. パニコーニと
G. ペディコーニは、ジョヴァンニ・ムーツィオ（Giovanni Muzio, 1893-1982）らと E42 の INFPS 館
を設計した。彼らはこの「第 1 回全国ドーポラヴォーロ博覧会」とほぼ同時期に、ローマ万博と
いうまた新たな国家プロジェクトにもかかわっていた。
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4 章で確認した「簡素さ」や「好感」に重きを置くドーポラヴォーロの理解しやすいモダン ･デザ















　「全国ドーポラヴォーロ博覧会」はこの第 1 回以降開催されることはなかった。1939 年 10 月
にはスタラーチェが特別コミッサーリオを辞任して国家義勇軍 MVSN（Milizia Volontaria per la 
Sicurezza Nazionale）へ異動、後継者にはミラノ労働組合連合会長からファシスト工業労働者総連
合の会長に就任していたピエトロ・カーポフェッリ（Pietro Capoferri, 1892-1988）が就任した。組
合出身のカーポフェッリの在任期は 1940 年 6 月までと短く、同年に参戦した第二次世界大戦中、
特別コミッサーリオの地位は空席であった。
　さて、この直前にあたる博覧会開催の 1937 年から 38 年という時期に、O.N.D. とその周囲では
何が起きていたのだろうか。
　デ・グラツィアが O.N.D. の法的事実としての国有化において注目した 3 点、すなわち 1930 年代
に西欧各国がテーマとした「余暇の組織化」、ファシズム諸国家におけるその国家的介入、それ以
































　1937 年の O.N.D. 国有化は、O.N.D. 内部の問題を契機とした変化であったが、政府による余暇の
組織化、個人の私的領域への介入など、政治的に様々な意味を持っている。これとほぼ時を同じ
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第５章はこの時系列に従って構成した。第２章では 1927 年から 1929 年にかけて行われた労働者
住宅向けの家具コンクールを扱い、目標とされた家具デザインとその結果を明らかにした。第３




では O.N.D. による催しのうち最大の規模で行われた 1938 年の博覧会建築の意匠について、その前





ト党の政権獲得から 1925 年の O.N.D. 発足、1927 年の党による掌握までを概観した。続いて党に
よる支配を受けて以降の O.N.D. のあゆみを確認し、1927 年に特別コミッサーリオとなった A. ト
ゥラーティが行った組織の再編によって普及活動がシステム化され、より包括的な事業内容に向
け活動が拡大されるなかで、労働者の住環境改善がテーマとなったこと、1930 年に A. スタラーチ
ェが後任となると、余暇そのものの提供に注力され、その余暇を実施する上での施設が必要にな
ったこと、O.N.D. の建築関連の活動は主にこの 2 つにかかわるものであることを指摘した。第２
章では、O.N.D. による低所得者層の住宅に適した家具の量産促進を目的とした家具のコンクール
事業の全貌を明らかにした。O.N.D. はその計画を 1927 年 4 月に発表、最初のコンクールをヴェネ
ト地方で実施し、その結果への不満から「公共の趣味」という概念を浮上させ、このコンクール






たことを指摘した。第３章では、1930 年の第 4 回モンツァ ･トリエンナーレと、1933 年の第 5 回
ミラノ ･トリエンナーレで展示された２つの O.N.D. 会員向けモデル住宅「ドーポラヴォリスタの
住宅」を扱い、後者が前者より小型化し、内部の家具もより簡素になったことを指摘し、この変
化について考察した。この労働者住宅の問題は都市の過密化と強い関係を持ち、1928 年 11 月から
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Summary of the study
Summary
     After the World War II, the Fascism in Italy has been studied in many fields from their points of view, 
recently the social or actual situation in the Fascist era can be understand from two contrary aspects: 
“compulsion” by the regime and “consent” by the people. This understanding is common throughout 
historians and it also has already been pointed out that emphasis on the one has risk of concealing the other. 
However, to draw the uniqueness of the culture and situation of Fascist Italy, sometimes it is put emphasis 
on either of them, therefore it is important to find out the understanding beyond their opposition. There is 
this kind of attempts and the Fascist era has been examined in the context of international modernization 
in the first half of the twentieth century. Investigations from this point of view often focus on the Fascist 
administrative agencies for social assistance and the one of the agencies was the Opera Nazionale Dopolavoro 
(OND, National leisure-time agency).
     The OND was founded in 1925 and organized dopolavoro activities (after-work leisure). The OND is 
well known by its remarkable success with the support of the people. In 1981 Victoria De Grazia has already 
examined political implications of dopolavoro comprehensively and moreover it seems that the OND and 
its leisure activities are not related to the field of architecture, however, the OND carried out important 
architectural activities and little is known about them. Therefore the purpose of this study is to clarify the 
architectural activities carried out by the OND.
     This study consist of introduction, the main part and conclusion. Introduction describes the backgrounds, 
purpose, previous work, related studies, approach of this study. The main part consists of following five 
chapters.
     Chapter 1 firstly summarizes how Partito Nazionale Fascista (PNF, National Fascist Party) came into 
power and how the OND was founded as a basic premise, based on studies of social sciences. Secondly this 
chapter points out that the architectural activities of the OND consisted of improvements of workers’ living 
condition and constructions of the centers for leisure-time analyzing the official publications of the OND. 
Since the OND’s line depended on who was the leader called Commissario Straordinario, it can be said that 
its main architectural activities was changed from former to latter in 1930, when Achille Starace was installed 
as the post. Therefore following Chapter 2 to 5 are described in chronological order of the change of the lines.
    Chapter 2 reveals all the details of the two contests of the economic furnishings and the decorative arts for 
public housing organized by the OND from 1927 to 1929. The aim of these contests was a development of 
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furnishings and decorative arts that were suitable for the workers’ small apartment housings at modest prices 
and their diffusion. At the closing of the first contest in Venice in 1927, the OND showed its disappointment 
with the results definitely. The OND considered that the failure was caused by a problem of the taste of the 
products and stated that its reason was shortage of “taste of the public (gusto del popolo) ”. The exhibition 
of the following National contest in Rome was held from the December of 1928 to January 1929 after the 
qualification in Milan, Florence and Naples. In the National contest, the OND programmed the intervention 
to obtain the ideal furnishings and decorative arts in its process. Through the examination of the critics 
for the result of contest, it was found that its ideal “taste of the public” meant the taste that was in the 
balance between “sympathy (simpatia) ” and “simplicity (semplicità)”, namely the OND wanted to develop 
understandable modern furniture without avantgarde or progressive sense.
    Chapter 3 discusses the difference between the two prototype houses planned by architect Luisa Lovarini 
who belonged to the general director’s office of the OND. These two prototypes were named Casa del 
Dopolavorista and were shown at the Triennale di Monza in 1930 and the Triennale di Milano in 1933. After 
the pointing out that the house in 1933 became smaller than the one in 1930 and the furniture also became 
more simple, the background and reason of these changes are examined. In this period, OND encouraged big 
firms or factories to build apartments for their workers and also encouraged the construction of cooperative 
housings. Put simply, the OND wasn’t concerned about the supply of the housings. Furthermore, the regime 
carried out the campaign for anti-urbanization and the realization of housings for workers was very rare 
except for the some big cities like Milan in early 1930s. In Milan, those housings were built by the Istituto 
Casa Popolare at the outside of the city wall of 16th century. The housing units of these apartments was 
very small, it has been stated that several living conditions of them are now still inferior. Therefore it could 
be pointed out that the house in 1930 was too luxury compared with the actual situation of workers. The 
difference of the 2 Casa del Dopolavorista shows the passive Fascist policy for the construction of the 
apartments for workers. After that, the OND gave up the kind of the activities.
     Chapter 4 analyzes the characteristics of the architecture for the leisure of the OND. Firstly it is 
summarized that the lines of the OND was changed from the whole social assistance to the offering of leisure 
itself when Starace became the Comissario Straordinario. As De Grazia points out, the culture in Fascist era 
was divided into the one for “high” class and the other for “low” class and the former made the latter. In other 
words, the dopolavoro leisure contents were transformed elite cultures for diffusion. It is known the Casa 
del Fascio, one of the most famous building type of Fascist era, usually has several rooms or office for the 
activities of the OND, however in this period there were also the architecture specialized for the OND called 
151
Casa del Dopolavoro. Little is know about Casa del Dopolavoro because of the shortage of the information, 
this study tries to identify them by a cross reference to the publication of the OND, the postcards of the time, 
Google Map and Google Streetview. As a result of this virtual investigation, 10 city centers (Dopolavoro 
Comunale) and 4 provincial headquarters (Dopolavoro Provinciale) are identified. Especially the headquarter 
of Vercelli province, was introduced as a “most rich and complete” center in the annual publication of the 
OND in 1938, had remarkable number of the leisure function and now exist, for that reason a field survey 
was carried out. The architectural design of the Vercelli’s headquarter displays a same kind of the ideal in the 
contest of the furniture, that is understandable modern design. Therefore it can be said that is a good example 
of the center of the OND.
     Chapter 5 discusses the architectural forms of the pavilions at the First National Dopolavoro Exhibition 
(Prima Mostra Nazionale Dopolavoro) inaugurated in May of 1938. These pavilions were planned by the 
architects who also designed the architecture of the International Exposition in Rome in 1942 (E42). As same 
as the architecture of the E42 or other national monumental projects, the elements of modern architecture had 
been emphasized on the pavilions of the Dopolavoro Exhibition, by contrast with the ”taste of the public” and 
the modest modern design of centers for leisure activities. Since the Dopolavoro Exhibition was held on the 
opportunity of the ILO’s third World Congress for Leisure Time and Recreation in Rome, it seems reasonable 
to suppose that Fascist positively chose the kind of design to show the “glorious” Fascist Italy. Furthermore, 
one year before of the exhibition, the OND was nationalized separating from the PNF, it can be recognized 
that the social situation was getting closer to Totalitarianism and in this situation the Fascist elites gave up to 
monopolize the fruits of their “high” culture. In the exhibition, the difference has been vanished.
     The above examinations are summarized as the conclusion. I would suggest that the result of the study 
shows a new aspect to understand the Italian modern architecture.
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